
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気持ちを新たに再スタートした２学期、そして、行事が充実する２学期の最初の生活目標は、「みんなと協

力してやりとげよう」です。教師と子どもが同じ目標に向かって心を一つにして取り組む過程や、やり遂げた後の達

成感、成就感を大切にしながら、みんなで建設的に支え合うことの気持ちよさ、絆の実感、自分の頑張りを感じられる

生活期にしたいと考えています。 

 生活朝会では、１学期の運動会を例に、スローガンに向かって力を合わせ、全力を出し切る表情、一生懸命

を楽しむ表情、そして、仲間とやり遂げたときの最高の笑顔を、写真とともに振り返りました。運動会のよう

に、一生懸命は「かっこいい」「楽しい」、協力することは「うれしい」ということをさらに実感する２学期にするために、「学

級のみんなで話し合って『目標』を決めましょう。」と子どもたちに伝えました。 

各学級では、学級目標の達成に向けてみんなで頑張っていきた

いことが掲示されていたり、郷育フェスタの目標の話し合いが始

まったりしています。教師から与えられた目標ではなく、互いの

思いを伝え合って決めた目標に価値があります。子どもたちの主

体性を大切にしながら、指導・支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

お子さんのあいさつの様子はいかがですか？ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

   以下のことを子どもたちに指導します。ご家庭でもお声がけをお願いいたします。 

 

    ○早帰りの日の過ごし方 

・ ９月１７日（火）は職員研修の一環で授業研究を行うため、３年生以外は給食後下校（１３：１５下校）で

す。３年生は５限まで学校で学習するため、他の学年も通常学校で学習をしている時間帯（１５：００まで）

は家庭（自宅、祖父母宅、あすなろ等）で過ごしましょう。 

・ ９月１８日（水）は就学時健診のため、全校が給食後下校（１２：４０下校）です。新１年生が落ち着いて

就学時健診に参加できるように、グラウンドや学校には遊びに来ないようにしましょう。 

・ プレイラボは平日１５：００から利用可能です。開館時刻より前に行かないようにしましょう。 

 

○自転車の走行 

・ 道路にとび出さないこと。 

・ 止まれの標識がない場所でも、一時停止、左右確認をしっかり行うこと。 

・ 二人乗りや、手放し運転など危険な乗り方をしないこと。 

・ 自転車から離れるときは、鍵の施錠をすること。 

※ 自転車事故による被害を軽減するためにも、ヘルメットの着用をご検討ください。 

 

○お金の使い方、持ち出しはおうちの人としっかりと相談 

・ 子ども同士でものの売り買い、おごり合いはしない。 

・ 買い食いはしない。（保護者が把握しているものは除く） 

・ お金を使うときはおうちの人と相談して、おうちの人に把握してもらう。必要以上に持ち出さない。 

 

○施設（プレイラボ、図書館、ネーブル、公民館、あすなろなど）でのマナーを守った過ごし方 

・ 施設の人の話をよく聞く。 

・ 自分や他の人がけがをする可能性があるような、危険な遊びをしない。 

・ 施設の人や、他の利用者の迷惑になることはしない。（声の大きさ、言葉遣いなど） 

・ 施設のものは大切に扱う。汚さない。使ったら元の場所にきれいに戻す。 

・ 飲食は決められた場所で行う。 

・ 大切なものは持っていかない。自分のものをしっかり管理する。他の人のものに手を出さない。 

・ プレイラボやあすなろ等で困ったことがあった場合、その施設の職員にすぐに相談する。 

 

    ○スマートフォン、携帯ゲーム機、アプリなどの使い方を親子でご確認ください！ 

・ 相手の顔が見えない文字のやりとりは、言葉の選び方や送り方によって、相手を傷つけることがある。

特に、用のないメッセージやスタンプは控え、送る時刻、送る回数等、相手の迷惑になることはしない。

※ 自分が送った文字や写真は、自分のスマホで消しても相手のスマホからは消えない。 

・ 自分や家族、友達などの個人情報、写真を送ったり、ネット上に書き込んだりしない。 

それを他の人に強要しない。 

・ インターネットはいろいろな人が情報を発信できる分、正しくない情報が発信されている

こともあると分かった上で閲覧する。 

・ オンラインゲーム等で音声やチャットのやりとりする場合は、家の人と使い方をよく相談

する。特に、知らない人とやりとりができる設定については、家の人とよく相談する。 

各町内で子どもたちの登校の様子を見守っていただきありがとうございます。皆様から提出していただく

街頭指導の用紙を拝見していると、「あいさつをする子が少ない」「あいさつを返してくれる子が少ない」と

いうコメントが多くの町内から届いています。一方、１学期の学校評価の児童アンケートでは、９割の子ど

もたちが自分のあいさつの仕方について肯定的な回答をしています。子どもが感じていることと、大人が感

じていることにギャップがあることが分かります。 

人と人をつなぐ大切なコミュニケーションとして、あいさつを大切にできる見小っ子になってほしいと思

っています。現在、児童会が見附小のあいさつをよりよくしようと取組を検討中です。街頭指導でも引き続

き、あいさつの声がけをよろしくお願いいたします。 

見附小学校               

生活指導だより 
生活指導部 

令和６年９月１３日 
★早帰り、連休が続きます★ 

 
８・９、１０月の生活目標 

みんなで協力してやりとげよう 

  
 見附小学校では、２学期も「温かい学級づくり」（親和的なまとまりがあり、自分の目標や

みんなの目標に向かって、建設的に支え合う学級づくり）を通して、集団が成長する中で一人

一人の成長を支援していける環境づくりを進めていきます。 

 


